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い う難題がある｡ これは .､常磁性状態の場合とちがって､-スピンの集団的運
動の特徴が巨視始な性質に直接反映 しているためであるが,他方集団運動が
適当な記述を与えるとい う立場か ら出発すると､ 期待される状態減衰の強度






等は温度変化に着 目して(a)coherenも parも,(b)を fluctuationpart




において､共鳴周波数 と縮退 した多数の勉のITnOdeが存在することを意識 し
た点にあれ この着想によって吸収線の巾に対する理解は急に進んだ｡他方
(b)の機構に関 しては､ スピン波理論にもとづ (h (つかの理論が提出されて
















介 して変化 し､ 分散は弱 くなるO(2)減衰定数はス ピンの二体の相関と三体の相
関を掃いて表現され､低温の極限では､擬粒子の相互作用による減衰とい う形
で定式化された従来のスピン波理論と対比される｡(3)スペク トルの縮退がある
場合 ､ 横成分の対相関に依存する項は専 ら振動数スペク トルの補正に寄与 し､
温度に対 して i卜 CT5P )の形で依存する励起スペク トルが導かれる｡(4憾 衰
係数は縦成分の対相関に依存する項によってほぼ決定され､え られた巾は極低





その 1: スピン系の動的特性を論ずるため､2時間グ 7)-関係のT殻的理
論を展開したものである｡ 滅衰定数は相互作用とスピンの対相関を用いてあら
わされト対相関も同 じ理論形式の中で求められることが示さfLている｡
その 2 : 参考藷文その 1において展開 し充一般論を強磁性体の転移点以上
の温度領域疫適用したものである｡





その 4 : 参考論文その 3の応用例として､二種の等価でないイオンを含
む常蒋性体における磁気共鳴吸収が静麓場の変化に応じて著 しくことなった
吸収スペク トルを示す問題 (exchangeamalg早mation) を扱ったもので
ある｡
その5: 参考論文その3の うち､ 帯磁率に関する'結果の速報である｡､
その6 : 参考論文その3の うち､ 励起エネルギーに対する高次項の補正
を論 じた速報である｡
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